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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年8月16日(2012.8.16)

【公表番号】特表2012-509032(P2012-509032A)
【公表日】平成24年4月12日(2012.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-015
【出願番号】特願2011-536522(P2011-536522)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  16/14     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  28/06     (2009.01)
   Ｈ０４Ｌ   5/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ２１０　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ５４７　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ２６６　
   Ｈ０４Ｌ   5/14    　　　　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ５４６　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月26日(2012.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の周波数帯域が第二の周波数帯域および第三の周波数帯域に隣接し、前記第一の周
波数帯域が前記第二の周波数帯域および前記第三の周波数帯域とは異なり、前記第二の周
波数帯域が第一の周波数分割二重（ＦＤＤ）通信路を含み、前記第三の周波数帯域が第二
のＦＤＤ通信路を含み、前記第一の周波数帯域の第一の部分を経由した時分割二重（ＴＤ
Ｄ）通信路を介した第一の信号を受信することと、
　前記第一の周波数帯域の前記第一の部分とは異なる前記第一の周波数帯域の第二の部分
を経由した前記ＴＤＤ通信路を介した第二の信号を送信することと、を含む方法。
【請求項２】
　前記第一の周波数帯域、前記第二の周波数帯域、および前記第三の周波数帯域が相互排
他的である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第一の周波数帯域の前記第一の部分が、関連した帯域幅を有し、前記第一の周波数
帯域の前記第二の部分が、前記第一の周波数帯域の前記第一の部分の前記関連した帯域幅
よりも大きい関連する帯域幅を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第一の周波数帯域の前記第二の部分が、関連した帯域幅を有し、前記第一の周波数
帯域の前記第一の部分が、前記第一の周波数帯域の前記第二の部分の前記関連した帯域幅
よりも大きい関連する帯域幅を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第一の周波数帯域の前記第一の部分が、前記第一の周波数帯域の前記第二の部分の
少なくとも一部分を含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項６】
　前記受信することが、前記第一の周波数帯域の前記第一の部分と関連した第一の時間間
隔の間の前記第一の信号を受信することを含み、
　前記送信することが、前記第一の周波数帯域の前記第二の部分と関連した第二の時間間
隔の間の前記第二の信号を送信することを含み、前記第一の周波数帯域の前記第一の部分
と関連した前記第一の時間間隔の期間が、前記第一の周波数帯域の前記第二の部分と関連
した前記第二の時間間隔の期間と実質的に同一である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記受信することが、前記第一の周波数帯域の前記第一の部分と関連した第一の時間間
隔の間の前記第一の信号を受信することを含み、
　前記送信することが、前記第一の周波数帯域の前記第二の部分と関連した第二の時間間
隔の間の前記第二の信号を送信すること含み、前記第一の周波数帯域の前記第一の部分と
関連した前記第一の時間間隔の期間が、前記第一の周波数帯域の前記第二の部分と関連し
た前記第二の時間間隔の期間とは異なる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第一のＦＤＤ通信路がＦＤＤアップリンクであり、前記第一の周波数帯域の前記第
二の部分が前記第二の周波数帯域に隣接し、前記第一の周波数帯域の前記第一の部分が所
定のガードバンドによって前記第二の周波数帯域から分離されている、請求項１に記載の
方法。
【請求項９】
　前記第一のＦＤＤ通信路がＦＤＤダウンリンクであり、前記第一の周波数帯域の前記第
一の部分が前記第二の周波数帯域に隣接し、前記第一の周波数帯域の前記第二の部分が所
定のガードバンドによって前記第二の周波数帯域から分離されている、請求項１に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記第一のＦＤＤ通信路がＦＤＤダウンリンクであり、前記第二のＦＤＤ通信リンクが
ＦＤＤダウンリンクであり、前記第一の周波数帯域の前記第一の部分が前記第二の周波数
帯域および前記第三の周波数帯域に隣接し、前記第一の周波数帯域の前記第二の部分が第
一の所定のガードバンドによって前記第二の周波数帯域から分離され、前記第一の周波数
帯域の前記第二の部分が第二の所定のガードバンドによって前記第三の周波数帯域から分
離されている、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第一の周波数帯域の前記第一の部分または前記第一の周波数帯域の前記第二の部分
の一つが、前記第二の周波数帯域に隣接している、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　第一の周波数帯域の一部分を経由した時分割二重（ＴＤＤ）通信路を介して信号を送信
する通信デバイスを備える装置であって、
　前記第一の周波数帯域が第二の周波数帯域と第三の周波数帯域との間に配置されかつ前
記第二の周波数帯域および前記第三の周波数帯域とは相互排他的であり、
　前記第二の周波数帯域が周波数分割二重（ＦＤＤ）アップリンクを含み、
　前記第三の周波数帯域がＦＤＤダウンリンクを含み、
　前記第一の周波数帯域の前記一部分が前記第二の周波数帯域と連続的であり、
　前記第一の周波数帯域の前記一部分がガードバンドによって前記第三の周波数帯域から
分離されている、
装置。
【請求項１３】
　前記ガードバンドが第一のガードバンドであり、前記信号が第一の信号であり、前記第
一の周波数帯域の前記一部分が前記第一の周波数帯域の第一の部分であり、
　前記通信デバイスが第一の時間間隔の間に前記第一の周波数帯域の前記第一の部分を経
由して前記ＴＤＤ通信路を介して前記第一の信号を送信し、
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　前記通信デバイスが第二の時間間隔の間に前記第一の周波数帯域の第二の部分を経由し
て前記ＴＤＤ通信路を介して第二の信号を受信し、
　前記第一の周波数帯域の前記第二の部分が前記第三の周波数帯域に隣接し、前記第一の
周波数帯域の前記第二の部分が第二のガードバンドによって前記第二の周波数帯域から分
離されている、
請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第二の周波数帯域および前記第三の周波数帯域が、ＦＤＤ通信路に関連した、対に
されたＦＤＤ周波数帯域である、請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ガードバンドの帯域幅が予め定められている、請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記信号が第一の信号であり、前記第一の周波数帯域の前記一部分が前記第一の周波数
帯域の第一の部分であり、
　前記通信デバイスが第一の時間間隔の間に前記第一の周波数帯域の前記第一の部分を経
由して前記ＴＤＤ通信路を介して前記第一の信号を送信し、
　前記通信デバイスが第二の時間間隔の間に前記第一の周波数帯域の第二の部分を経由し
て前記ＴＤＤ通信路を介して第二の信号を受信し、
　前記第一の周波数帯域の前記第一の部分が、前記第一の周波数帯域の前記第二の部分と
は異なる、
請求項１２に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ガードバンドの帯域幅が、前記第一の周波数帯域の前記一部分と前記第三の周波数
帯域との間の干渉を実質的に制限するのに十分である、請求項１２に記載の装置。
【請求項１８】
　第一の周波数帯域の第一の部分を経由した時分割二重（ＴＤＤ）通信路を介して第一の
信号を送信する通信デバイスを備える装置であって、
　前記通信デバイスが前記第一の周波数帯域の第二の部分を経由した前記ＴＤＤ通信路を
介して第二の信号を受信し、
　前記第一の周波数帯域が第二の周波数帯域と第三の周波数帯域との間に配置され、
　前記第二の周波数帯域が第一の周波数分割二重（ＦＤＤ）通信路を含み、
　前記第三の周波数帯域が第二のＦＤＤ通信路を含み、
　前記第一の周波数帯域の前記第一の部分が前記第一の周波数帯域の前記第二の部分とは
異なる、
装置。
【請求項１９】
　前記第一のＦＤＤ通信路が第一のＦＤＤダウンリンクであり、前記第二のＦＤＤ通信路
が第二のＦＤＤダウンリンクであり、前記第一の周波数帯域の前記第一の部分が第一のガ
ードバンドによって前記第二の周波数帯域から分離され、前記第一の周波数帯域の前記第
一の部分が第二のガードバンドによって前記第三の周波数帯域から分離され、前記第一の
周波数帯域の前記第二の部分が前記第二の周波数帯域および前記第三の周波数帯域に隣接
している、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第一のＦＤＤ通信路がＦＤＤダウンリンクであり、前記第二のＦＤＤ通信路がＦＤ
Ｄアップリンクであり、前記第一の周波数帯域の前記第一の部分が第一のガードバンドに
よって前記第二の周波数帯域から分離され、前記第一の周波数帯域の前記第一の部分が前
記第三の周波数帯域に隣接している、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第一の周波数帯域の前記第一の部分が、前記第一の周波数帯域の前記第二の部分の
帯域幅よりも大きい帯域幅を有する、請求項１８に記載の装置。
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【請求項２２】
　前記通信デバイスが、第一の時間間隔の間に前記第一の周波数帯域の前記第一の部分を
経由した前記ＴＤＤ通信路を介して前記第一の信号を送信し、
　前記通信デバイスが、前記第一の時間間隔とは相互排他的である第二の時間間隔の間に
前記第一の周波数帯域の前記第二の部分を経由した前記ＴＤＤ通信路を介して前記第二の
信号を受信する、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第一のＦＤＤ通信路および前記第二のＦＤＤ通信路が、対にされたＦＤＤ通信路で
ある、請求項１８に記載の装置。
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